
 

東
儀
秀
樹
氏
が
特
別
招
聘
教
授
に

　

歳
晩
の
節
気
は
、小
雪
、大

雪
、冬
至
と
続
く
。
冬
至
は
、

〈
一
陽
来
復
〉
と
も
称
さ
れ

る
。深
い
雪
の
下
、北
風
に
耐

え
な
が
ら
生
き
抜
い
た
人
間

の
英
知
が
刻
印
さ
れ
る
▼
最

高
学
府
と
し
て
の
役
割
は
、

教
育
と
学
問
で
あ
る
。
学
問

の
深
化
を
通
じ
て
、
教
育
は

成
立
す
る
。
今
、
知
識
を
知

恵
に
変
換
す
る
装
置
が
、
教

育
現
場
に
求
め
ら
れ
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
▼
優
れ
た

先
人
の
知
恵
を
糧
に
、
信
頼

に
基
づ
く
手
作
り
の
成
果

が
、
我
が
学
園
の
学
風
を
支

え
て
き
た
▼
奈
良
正
倉
院
を

詠
ん
だ
鷗
外
の
作
品
が
あ

る
。〈
夢
の
国
燃
ゆ
べ
き
も
の

の
燃
え
ぬ
国
木
の
校
倉
の
と

は
に
立
つ
国
〉（「
奈
良
五
十

首
」）。
戦
火
に
も
落
雷
に
も

耐
え
抜
き
、
正
倉
院
と
宝
物

は
千
二
百
年
の
歳
月
を
今
に

伝
え
る
。
本
物
の
宝
物
を
眼

前
に
、
遥
か
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

の
彼
方
か
ら
発
見
さ
れ
た
楼

蘭
の
古
都
が
思
い
浮
か
ぶ
▼

本
物
に
親
し
む
心
と
、
そ
こ

に
居
合
わ
せ
る
こ
と
の
幸
福

感
と
は
一
体
で
あ
る
。
教
育

も
学
問
も
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
通

り
に
は
い
か
な
い
。
試
行
錯

誤
の
中
に
、
本
物
と
出
会
う

喜
び
が
あ
る
▼
再
び
年
が
巡

る
。学
園
の
隆
昌
が
、皆
様
の

多
祥
と
、
世
界
の
発
展
に
つ

な
が
る
こ
と
を
祈
り
な
が

ら
、
去
り
ゆ
く
平
成
二
十
四

年
を
労
い
た
い
。来
る
年
が
、

一
人
ひ
と
り
の
願
い
の
叶
う

節
気
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

倉
田
山

雅
楽
師
東
儀
秀
樹
氏
が
特
別
招
聘
教
授
に

　

雅
楽
師
の
東
儀
秀
樹
氏
が
七
月
一
日
、
本
学
特
別
招
聘
教
授
に
就
任
し
た
。
そ
の

第
一
回
目
と
な
る
講
義
が
十
一
月
十
八
日
、記
念
館
に
お
い
て
行
わ
れ
、計
三
時
間
の

講
義
を
雅
楽
部
を
は
じ
め
祭
式
研
究
部
な
ど
の
学
生
お
よ
そ
五
十
名
が
受
講
し
た
。

　

奈
良
時
代
か
ら
千
四
百
年

間
雅
楽
を
世
襲
し
て
き
た
楽

家
に
生
ま
れ
、
現
在
、
雅
楽

師
と
し
て
世
界
を
舞
台
に
活

躍
す
る
東
儀
秀
樹
氏
。
本
学

の
雅
楽
部
と
は
宇
治
橋
渡
始

式
奉
祝
行
事
や
今
年
四
月
に

行
わ
れ
た
創
立
百
三
十
周

年
・
再
興
五
十
周
年
記
念
事

業
で
共
演
し
た
縁
も
あ
り
、

こ
の
度
の
就
任
と
な
っ
た
。

　

講
義
で
は
雅
楽
部
を
は
じ

め
祭
式
研
究
部
な
ど
お
よ
そ

五
十
名
の
学
生
を
前
に
雅
楽

の
ル
ー
ツ
に
つ
い
て
解
説
。

大
陸
か
ら
伝
わ
っ
て
き
た
仏

教
音
楽
を
日
本
人
が
自
分
た

ち
に
合
う
形
に
昇
華
さ
せ
今

日
ま
で
受
け
継
い
で
き
た
歴

史
を
ひ
も
と
き
な
が
ら
、「
日

本
人
は
新
し
い
も
の
に
敏
感

で
、
宗
教
の
違
い
に
こ
だ
わ

ら
ず
良
い
も
の
は
す
ぐ
に
取

り
入
れ
〈
日
本
な
ら
で
は
〉

に
変
え
て
い
く
。
共
存
の
道

を
選
ん
で
い
る
と
こ
ろ
に
日

本
人
気
質
が
表
れ
て
い
る
」

と
日
本
文
化
の
特
性
を
説
明

し
た
。
ま
た
、
講
義
の
合
間

に
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
名
曲

「Jupiter

」
な
ど
を
奏
で
る

場
面
も
。
幼
少
期
を
海
外
で

過
ご
し
ロ
ッ
ク
や
ジ
ャ
ズ
な

ど
多
様
な
音
楽
に
親
し
ん
で

き
た
東
儀
氏
は
「
音
楽
は
自

由
」
と
き
っ
ぱ
り
述
べ
、「
根

底
に
古
典
雅
楽
を
尊
重
し
正

統
に
表
現
す
る
こ
と
に
自
信

が
あ
る
か
ら
こ
そ
新
し
い
チ

ャ
レ
ン
ジ
が
で
き
る
」
と
自

身
の
音
楽
観
、
あ
り
方
を
熱

く
語
っ
た
。

　

初
め
て
の
講
義
を
終
え
た

東
儀
氏
は
「
最
後
ま
で
集
中

し
て
聞
い
て
く
れ
た
の
で
、

今
後
の
や
り
が
い
に
つ
な
が

る
」
と
手
ご
た
え
を
感
じ
た

様
子
。学
生
に
向
け
て
は「
雅

楽
や
音
楽
に
限
ら
ず
、
恋
の

悩
み
で
も
何
で
も
今
解
決
し

た
い
こ
と
が
あ
る
な
ら
恥
ず

か
し
が
ら
ず
ど
ん
ど
ん
質
問

を
ぶ
つ
け
て
ほ
し
い
」
と
人

生
の
先
輩
と
し
て
の
温
か
い

言
葉
を
か
け
て
い
た
。

　

笙
の
試
演
を
し
た
神
道
学

専
攻
科
の
尾
田
交と

も

之ゆ
き

君
は

「
型
を
重
ん
じ
な
が
ら
も
、枠

に
と
ら
わ
れ
な
い
音
楽
の
楽

し
み
方
が
あ
る
こ
と
を
今
日

は
教
え
て
い
た
だ
い
た
」
と

興
奮
気
味
に
話
し
た
。
神
道

学
科
四
年
の
田
中
千
晶
さ
ん

は
「
雅
楽
と
西
洋
音
楽
は
と

も
に
十
二
音
な
の
で
、
融
合

し
や
す
い
と
い
う
話
が
印
象

に
残
っ
た
。
卒
業
後
は
実
家

の
神
社
に
奉
職
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
今
日
学

ん
だ
こ
と
を
氏
子
さ
ん
た
ち

と
話
す
際
な
ど
に
活
か
し
た

い
」
と
語
っ
て
い
た
。

　

最
初
の
挨
拶
で
、「
講
義
を

通
し
て
何
か
心
に
得
る
も

の
、
残
る
も
の
が
あ
れ
ば
」

と
抱
負
を
述
べ
た
東
儀
氏
。

同
講
義
は
今
後
も
継
続
し
て

行
わ
れ
る
予
定
だ
。

世
界
遺
産

「
花
の
窟
錦
の
御
幡
献
上
行
列
」に
奉
仕

　

十
月
二
十
一
日
、
熊
野
市

で
晴
天
の
も
と
「
花
の
窟い

わ
や

錦

の
御み

幡は
た
献
上
行
列
」
が
開
催

さ
れ
た
。
主
催
は
「
花
の
窟

活
性
化
地
域
協
議
会
（
花
の

窟
錦
の
御
幡
献
上
行
列
実
行

委
員
会
）」（
皇
學
館
大
学
後

援
）。本
学
か
ら
は
櫻
井
治
男

社
会
福
祉
学
部
長
が
学
長
代

理
と
し
て
参
列
。
文
学
部
神

道
学
科
の
本
澤
雅
史
教
授
、

木
村
徳
宏
助
教
の
指
導
の
も

と
、
祭
式
研
究
部
員
・
雅
楽

部
員
か
ら
な
る
二
十
一
名
の

奉
仕
団
が
、
参
加
者
の
着
付

け
や
伶
人
（
行
列
道
中
の
雅

楽
演
奏
）、
行
列
の
諸
役
、
進

行
役
と
し
て
参
加
、
協
力
し

た
。

　

世
界
遺
産「
花
の
窟
神
社
」

か
ら
掛
け
ら
れ
た
お
綱
に
吊

る
さ
れ
た
、
縄
で
編
ん
だ
三

本
の
幡は

た
を
「
三み

流な
が
れ

の
幡
」
と

い
う
。
江
戸
時
代
後
期
の
郷

土
誌
『
紀
伊
続
風
土
記
』
に

は
、
か
つ
て
毎
年
、
花
の
窟

神
社
の
祭
り
の
日
に
、
朝
廷

か
ら
「
錦に

し
き

の
幡
」
が
献
上
さ

れ
て
い
た
も
の
が
、あ
る
年
、

熊
野
川
の
洪
水
に
よ
っ
て
流

さ
れ
て
以
来
途
絶
え
て
し
ま

い
、
土
地
の
人
が
そ
の
代
わ

り
に
縄
で
編
ん
だ
「
三
流
の

幡
」
を
飾
る
よ
う
に
な
っ
た

と
記
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の

「
花
の
窟
錦
の
御
幡
献
上
行

列
」
は
、
花
の
窟
に
「
錦
の

幡
」
が
献
上
さ
れ
る
様
子
を

華
や
か
な
平
安
行
列
を
通
じ

て
、今
に
再
現
し
た
も
の
だ
。

　

産う
ぶ
田た

神
社
前
で
の
「
進
発

の
儀
」
に
始
ま
り
、
元
タ
カ

ラ
ジ
ェ
ン
ヌ
・
夢
輝
の
あ
さ

ん（
イ
ザ
ナ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
役
）

を
中
心
と
す
る
「
神
々
宿
る

花
の
窟
列
」、「
錦
の
御
幡
奉

献
の
列
」、「
花
の
姫
の
列
」と

続
く
百
人
の
行
列
は
、
道
中

大
勢
の
観
光
客
の
迎
え
る
中

を
、
雅
楽
の
音
と
と
も
に
艶

や
か
に
進
み
行
き
、
花
の
窟

神
社
を
背
後
に
臨
む
七
里
御

浜
の
特
設
会
場
で
「
錦
の
御

幡
献
上
の
儀
」
が
滞
り
な
く

行
わ
れ
た
。

 

神
道
学
科
教
授　

本
澤
雅
史

学
修
・
交
流
の
場

「
百
船
」事
業
が
採
択

　

学
生
の
主
体
的
学
修
と
多

様
な
交
流
の
た
め
の
空
間

「
百も

も
船ふ

ね
」
の
整
備
事
業
が
、
平

成
二
十
四
年
度
の
「
私
立
大

学
教
育
研
究
活
性
化
設
備
整

備
事
業
」（
文
科
省
）
に
採
択

さ
れ
、
補
助
金
の
交
付
を
受

け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
の
「
百
船
」
は
九
号
館

一
階
に
設
置
す
る
も
の
で
、

お
よ
そ
二
九
四
平
方
メ
ー
ト

ル
の
広
さ
を
持
つ
。
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
・
カ
フ
ェ
の
三
つ
の

ゾ
ー
ン
か
ら
成
り
、
学
生
が

授
業
の
事
前
準
備
や
授
業
後

の
展
開
、
ま
た
地
域
の
諸
課

題
に
関
す
る
自
主
的
な
勉
強

会
な
ど
に
利
用
で
き
、
さ
ら

に
、
留
学
生
や
一
般
市
民
と

も
相
互
に
学
び
合
え
る
場
と

し
て
整
備
し
た
も
の
で
あ

る
。
学
生
が
主
体
的
に
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
さ
ま

ざ
ま
な
設
備
・
機
能
も
用
意

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
活
用

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
生

の
さ
ら
な
る
成
長
を
期
待
し

た
い
。
な
お
、「
百
船
」
と

は
、
伊
勢
国
度
会
郡
の
枕
詞

に
由
来
し
、
多
く
の
船
が
港

に
集
う
よ
う
に
、
学
生
が
集

い
合
う
空
間
と
い
う
意
味
を

込
め
て
名
付
け
た
。

花の窟 錦の御幡献上行列
http://hananoiwaya.com/nishikinomihata/kenjyougyouretsu01.html
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2 面
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 101名が教員に合格
平成24年度教員採用試験

三
重
県
小
学
校
は
四
〇
％
増

　

平
成
二
十
四
年
度
教
員
採

用
試
験
二
次
試
験
の
結
果
が

発
表
さ
れ
、
本
学
か
ら
は
全

国
で
一
〇
一
名
、
う
ち
、
三

重
県
で
は
八
十
八
名
（
現
役

は
三
十
名
）
が
合
格
を
果
た

し
た
。
と
く
に
、
三
重
県
小

学
校
は
既
卒
を
含
め
る
と
昨

年
度
の
五
十
三
名
か
ら
七
十

四
名
と
四
〇
％
増
の
大
躍
進

だ
。

　
〈
教
職
支
援
担
当
〉で
は
倍

合
格
者
の
声

英
語
の
楽
し
さ
を
教
え
た
い

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
四
年　

福
永
実
保
子

　

教
育
実
習
に
行
っ
た
際
、

教
え
方
に
よ
っ
て
子
ど
も
た

ち
の
反
応
が
ま
っ
た
く
違
う

こ
と
を
実
感
し
、
教
師
と
い

う
仕
事
の
や
り
が
い
、
醍
醐

味
を
感
じ
ま
し
た
。思
え
ば
、

私
自
身
、
英
語
が
好
き
に
な

っ
た
の
は
大
学
の
授
業
が
き

保
護
者
は〝
見
守
り
〞を

保
護
者
対
象 

就
職
講
演
会
・
説
明
会
を
開
催

率
、
難
易
度
と
も
に
高
い
教

採
試
験
に
備
え
、
個
人
指
導

を
徹
底
。
四
名
の
教
職
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
三
名
の
職
員
が

進
路
相
談
や
履
歴
書
・
論
作

文
添
削
、
集
団
討
論
、
各
種

面
接
練
習
等
を
担
当
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
採
用
試
験
直

前
期
に
は
、
学
部
教
員
に
よ

る
実
技
特
訓（
ピ
ア
ノ
、器
械

体
操
、
リ
ス
ニ
ン
グ
）
を
実

施
。
ま
た
、
一
年
生
か
ら
個

　

倉
陵
祭
三
日
目
、
十
一
月

四
日
に
保
護
者
向
け
の
就
職

講
演
会
・
説
明
会
が
開
催
さ

れ
た
。
昨
今
の
就
職
環
境
の

実
情
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、

家
庭
で
も
学
生
の
活
動
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
も
ら
う
の
が
狙

い
だ
。

　

当
日
は
、
昨
今
の
就
職
不

況
を
見
据
え
て
か
約
百
二
十

名
の
保
護
者
が
来
場
。
キ
ャ

リ
ア
救
急
セ
ン
タ
ー
代
表
の

片
岡
佑
之
先
生
に
よ
る
「
子

供
の
就
活
を
考
え
る―

親
の

か
か
わ
り
方
」
と
題
す
る
講

演
で
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
、

メ
モ
を
と
る
姿
が
見
ら
れ

た
。
講
演
後
は「
神
社
関
係
」

「
教
員
・
保
育
士
」「
官
公
庁
・

福
祉
」
の
三
つ
の
会
場
で
進

路
別
に
よ
る
説
明
会
を
実
施

し
た
。

　

参
加
し
た
保
護
者
の
一
人

は
「
片
岡
先
生
の
『
親
の
価

値
観
を
押
し
付
け
な
い
で
』

と
い
う
言
葉
が
印
象
に
残
っ

た
。『
社
会
人
の
先
輩
と
し
て

社
会
経
験
を
語
っ
て
あ
げ
て

ほ
し
い
』
と
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
た
の
で
、
帰
っ
た
ら
子
ど

も
と
仕
事
の
話
を
し
よ
う
と

思
う
」
と
話
し
て
い
た
。
教

職
の
進
路
説
明
会
に
参
加
し

た
両
親
は
「
教
員
採
用
試
験

の
現
状
を
知
る
こ
と
が
で

き
、と
て
も
勉
強
に
な
っ
た
。

大
変
だ
と
は
思
う
が
、
学
校

側
の
支
援
体
制
が
充
実
し
て

い
る
の
で
安
心
し
て
お
ま
か

せ
し
た
い
」
と
ホ
ッ
と
し
た

様
子
で
語
っ
た
。

　

本
学
に
お
い
て
は
個
人
指

導
に
重
点
を
置
い
て
お
り
、

た
と
え
ば
指
導
教
員
は
ウ
ェ

ブ
上
で
教
育
記
録
の
蓄
積
や

っ
か
け
で
す
。
英
文
学
を
学

ん
だ
時
は
旅
先
で
作
家
に
ち

な
ん
だ
名
所
旧
跡
を
巡
っ
た

り
し
て
旅
の
楽
し
み
が
増
え

ま
し
た
。
英
文
を
イ
ラ
ス
ト

で
表
す
授
業
も
面
白
か
っ
た

で
す
。
教
材
や
指
導
の
仕
方

を
工
夫
す
る
こ
と
で
、
英
語

の
勉
強
が
何
倍
も
楽
し
く
な

る
。
こ
の
実
体
験
が
試
験
に

活
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

に
は
た
だ
単
語
を
暗
記
す
る

の
で
は
な
く
、
英
語
を
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
と

し
て
用
い
る
こ
と
で
、
ど
れ

ほ
ど
自
分
の
世
界
が
広
が
る

か
知
っ
て
ほ
し
い
。
英
語
を

学
ぶ
喜
び
を
教
え
て
く
だ
さ

っ
た
先
生
方
に
は
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
先

生
方
の
よ
う
な
教
師
を
め
ざ

し
て
、
が
ん
ば
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

人
面
談
お
よ
び
論
作
文
指
導

を
行
い
、
教
育
問
題
等
に
つ

い
て
調
べ
学
習
に
取
り
組
む

な
ど
早
期
か
ら
意
識
を
高
め

る
よ
う
対
策
を
講
じ
て
い

る
。
合
格
者
が
増
加
し
て
い

る
要
因
の
一
つ
は
、
こ
う
し

た
支
援
策
が
功
を
奏
し
た
と

い
え
よ
う
。
教
職
志
望
者
は

こ
れ
ら
の
制
度
を
積
極
的
に

活
用
し
、
入
念
な
準
備
を
し

て
試
験
に
臨
ん
で
ほ
し
い
。

本
澤
教
授
の
通
夜
祭・葬
場
祭
に
約
九
百
名
が
参
列

　

本
澤
雅
史
神
道
学
科
教
授
が
十
一
月

二
十
七
日
、
上
部
消
化
管
出
血
の
た
め

帰
幽
さ
れ
た
。
享
年
五
十
三
。
伊
勢
市

岡
本
の
祖
霊
社
で
し
め
や
か
に
営
ま
れ

た
通
夜
祭
に
は
約
五
百
名
、
葬
場
祭
に

は
約
四
百
名
が
参
列
し
、
最
後
の
別
れ

を
惜
し
ん
だ
。

　

昭
和
三
十
四
年
、
香
川
県
生
ま
れ
。

本
学
国
文
学
科
卒
業
、
同
大
学
院
退
学

後
、
昭
和
五
十
九
年
に
文
学
部
助
手
と

し
て
本
学
に
奉
職
。
平
成
十
九
年
に
教

授
、
同
二
十
三
年
に
は
学
生
部
長
に
就

任
し
た
。
本
学
の
教
育
・
研
究
活
動
は

も
と
よ
り
、
神
社
本
庁
の
祭
式
講
師
な

ど
学
会
・
社
会
活
動
に
も
幅
広
く
従
事
。

宗
教
界
、
教

育
界
に
お
い

て
多
大
な
功

績
を
遺
し

た
。

管
理
が
で
き
る
ｅ
ポ
ー
ト
フ

ォ
リ
オ
を
活
用
し
て
各
学
生

の
就
職
活
動
状
況
を
共
有

し
、
き
め
細
や
か
な
サ
ポ
ー

ト
を
し
て
い
る
。
ほ
か
、
就

職
支
援
室
で
は
各
種
ガ
イ
ダ

ン
ス
を
は
じ
め
、
公
務
員
等

の
試
験
対
策
講
座
や
資
格
支

援
講
座
を
開
講
。
外
部
団
体

の
協
力
を
得
て
本
学
で
の
出

張
相
談
や
面
接
指
導
、
企
業

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
大

会
・
学
内
合
同
企
業
説
明
会

な
ど
支
援
内
容
は
多
彩
だ
。

　

就
職
活
動
は
厳
し
い
も
の

の
、
人
間
的
に
大
き
く
成
長

で
き
る
場
で
も
あ
る
。
保
護

者
の
方
は
見
守
り
を
、
学
生

に
は
今
後
の
人
生
設
計
、
自

分
自
身
の
特
性
を
見
つ
め
直

す
好
機
と
と
ら
え
、
前
向
き

に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た

い
。

本も
と

澤ざ
わ 

雅ま
さ

史ふ
み

昭
和
34
年

香
川
県
生
ま
れ

昭
和
56
年

皇
學
館
大
学
文
学
部
国
文
学
科
卒
業

昭
和
59
年

皇
學
館
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
国

文
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
退
学

昭
和
59
年

皇
學
館
大
学
文
学
部
助
手

平
成
4
年

皇
學
館
大
学
文
学
部
講
師

平
成
9
年

皇
學
館
大
学
文
学
部
助
教
授

平
成
19
年

皇
學
館
大
学
教
授

平
成
19
年

博
士（
文
学
）皇
學
館
大
学

平
成
20
年

皇
學
館
大
学
大
学
院
教
授（
兼
担
）

平
成
23
年

皇
學
館
大
学
学
生
部
長

■
編
著
書

【
単
著
】『
祝
詞
の
研
究
』
、『
月
の
信
仰
と
祭
り
』

【
共
著
】『
神
主
の
た
め
の
教
養
講
座
』、『
訓
讀
註

釋 

儀
式 

踐
祚
大
嘗
祭
儀
』、『
祝
詞
用
語
用
例
辞
典
』

■
学
会
・
社
会
活
動

神
道
史
学
会
委
員
、
鈴
屋
学
会
常
任
委
員
、
日
本
宗

教
学
会
評
議
員
、
伊
勢
国
際
宗
教
フ
ォ
ー
ラ
ム
代
表
・

世
話
人
、
神
社
本
庁
教
学
委
員
、
同
神
社
祭
祀
審
議

会
委
員
、
同
研
修
委
員
、
同
祭
式
講
師
、
同
総
合
研

究
所
運
営
委
員
、
香
川
県
神
社
庁
研
修
所
講
師
・
同

参
与
・
同
祭
式
講
師
、
熱
田
神
宮
学
院
講
師
、
財
団

法
人
大
阪
国
学
院
講
師
、
香
川
県
宇
佐
神
社
禰
宜（
本

務
）、
兵
庫
県
宝
塚
神
社
禰
宜（
兼
務
）

弔　
　
辞

　

皇
學
館
大
学
教
授
・
学
生
部
長

本
澤
雅
史
先
生
の
御
神
霊
に
、
謹
ん

で
哀
悼
の
ま
こ
と
を
捧
げ
ま
す
。

　

前
日
ま
で
普
段
と
変
わ
ら
ぬ
お
元

気
な
お
姿
で
あ
っ
た
先
生
が
、
翌
十

一
月
二
十
七
日
に
帰
ら
ぬ
人
と
な
ら

れ
る
と
は
、
何
と
申
す
べ
き
こ
と
で

し
ょ
う
か
。
青
天
の
霹
靂
に
も
似
た

御
急
逝
の
悲
報
に
接
し
、
深
い
信
頼

と
尊
敬
、
敬
慕
の
念
を
抱
い
て
き
た

全
教
職
員
・
学
生
は
、
一
様
に
愕
然

と
し
、
悲
嘆
に
く
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
信
じ
が
た
い
現
実
を
受
け
止
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
悲
し
み
の
涙

を
こ
ら
え
な
が
ら
、
口
惜
し
さ
に
堪

え
つ
つ
、
最
後
の
お
別
れ
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

先
生
は
讃
岐
長
尾
の
宇
佐
神
社
の

社
家
に
お
生
ま
れ
に
な
り
、
神
職
と

な
る
べ
く
皇
學
館
大
学
の
門
を
叩
か

れ
、
文
学
部
国
文
学
科
、
大
学
院
文

学
研
究
科
で
西
宮
一
民
先
生
、
粕
谷

興
紀
先
生
を
導
き
の
師
と
し
て
、
日

本
の
古
典
学
、と
り
わ
け
『
古
事
記
』

『
万
葉
集
』『
続
日
本
紀
』
の
宣
命
、

『
延
喜
式
』
の
祝
詞
を
精
読
し
、「
古

意
」「
大
和
心
」
を
求
め
て
訓
詁
の
学

を
修
め
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
五
十
九

年
、
皇
學
館
大
学
に
奉
職
さ
れ
て
以

来
、
御
研
究
の
中
心
は
、
神
道
理
解

の
核
心
を
な
す
「
祝
詞
」
の
国
学
的

研
究
に
向
け
ら
れ
る
と
共
に
、
昭
和

六
十
二
年
九
月
か
ら
一
年
間
、
カ
ナ

ダ
の
ア
ル
バ
ー
タ
大
学
文
学
部
宗
教

学
科
研
究
員
と
し
て
、
和
井
田
学
先

生
に
師
事
し
、
宗
教
学
や
神
話
学
を

学
び
、
神
道
祭
祀
を
広
い
視
野
か
ら

考
察
す
る
素
養
を
培
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
広
く
宗
教
界
全
体
の

現
代
的
課
題
に
つ
い
て
の
問
題
意
識

の
形
成
や
専
門
の
学
問
研
究
の
発
展

に
有
益
で
あ
っ
た
と
拝
察
し
ま
す
。

積
年
の
研
究
成
果
は
、
や
が
て
平
成

十
八
年
に
著
書
『
祝
詞
の
研
究
』
と

し
て
実
を
結
び
、学
位
を
取
得
さ
れ
、

翌
平
成
十
九
年
教
授
に
就
任
さ
れ
ま

し
た
。
祝
詞
研
究
の
第
一
人
者
の
お

一
人
で
あ
り
、
研
究
に
裏
付
け
ら
れ

た
祝
詞
、
神
道
祭
祀
、
祭
式
指
導
者

と
し
て
高
い
評
価
を
得
て
お
ら
れ
ま

す
。

　

神
社
本
庁
の
祭
式
講
師
、
神
社
祭

祀
審
議
会
委
員
、
総
合
研
究
所
運
営

委
員
、
教
学
委
員
等
を
務
め
ら
れ
る

と
と
も
に
、
学
界
に
お
い
て
も
、
伊

勢
国
際
宗
教
フ
ォ
ー
ラ
ム
代
表
・
世

話
人
、
神
道
史
学
会
委
員
、
鈴
屋
学

会
常
任
委
員
、
日
本
宗
教
学
会
評
議

員
等
を
務
め
、
幅
広
い
学
会
活
動
に

努
め
、
そ
れ
ぞ
れ
篤
い
信
任
を
得
て

お
ら
れ
ま
し
た
。

　

先
生
は
若
い
頃
か
ら
学
問
研
鑽
に

打
ち
込
む
と
共
に
、
学
生
の
教
育
に

も
極
め
て
熱
心
で
、寮
監
を
四
年
間
、

学
生
委
員
長
・
寮
主
任
を
四
年
間
、

都
合
八
年
間
、
学
生
生
活
指
導
の
第

一
線
に
立
た
れ
ま
し
た
。
研
究
者
と

し
て
は
や
や
も
す
れ
ば
避
け
た
い
役

職
を
、
む
し
ろ
楽
し
み
、
学
生
を
こ

よ
な
く
愛
し
、
情
熱
を
注
が
れ
ま
し

た
。
寛
厳
よ
ろ
し
き
を
得
て
、
謹
直

に
し
て
親
し
み
易
く
、
時
に
は
酒
を

酌
み
交
わ
し
な
が
ら
談
じ
、
歌
い
舞

い
、
至
誠
と
熱
血
溢
れ
る
優
れ
た
指

導
力
を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。
重
厚
に

し
て
泰
然
自
若
と
し
た
風
格
と
、
安

定
感
の
あ
る
判
断
力
は
、
自
ず
か
ら

人
々
の
信
頼
を
集
め
、
平
成
二
十
三

年
か
ら
学
生
部
長
の
要
職
に
就
か

れ
、
い
よ
い
よ
御
多
忙
の
度
を
加
え

ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

　

現
在
、
大
学
に
と
っ
て
一
つ
の
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
地
域
社
会
と
の

連
携
、
貢
献
活
動
に
つ
い
て
も
、
創

意
工
夫
を
加
え
ら
れ
た
企
画
書
を
お

出
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
先
生
は
実

践
躬
行
の
人
で
、
ご
く
最
近
も
熊
野

の
花
の
窟
、錦
の
御
幡
献
上
行
列
に
、

自
ら
部
長
を
務
め
る
祭
式
研
究
部
・

雅
楽
部
員
を
指
導
し
て
奉
仕
活
動
を

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
、
皇
學
館
は
創
立
百
三
十
周

年
・
再
興
五
十
周
年
を
迎
え
、
い
よ

い
よ
大
学
の
将
来
構
想
を
練
り
、
新

し
い
出
発
を
期
そ
う
と
し
て
い
た
矢

先
、
こ
れ
か
ら
の
大
学
の
真
木
柱
と

頼
む
先
生
を
失
っ
た
こ
と
は
、
無
念

こ
の
上
あ
り
ま
せ
ん
。
先
生
の
獅
子

奮
迅
の
御
活
躍
に
格
別
の
期
待
を
寄

せ
て
お
り
ま
し
た
し
、
先
生
御
自
身

も
大
き
な
抱
負
を
お
も
ち
で
あ
り
ま

し
た
の
に
、
こ
の
よ
う
に
果
無
く
挫

折
し
よ
う
と
は
、
ま
こ
と
に
痛
嘆
の

至
り
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
い
た
ず
ら
に
嘆
き
の
言
葉

を
連
ね
る
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
先
生

の
喜
ば
れ
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
生

涯
を
捧
げ
ら
れ
た
母
校
皇
學
館
大
学

が
、
創
立
記
念
行
事
の
祭
典
に
お
い

て
、
先
生
が
奏
上
さ
れ
た
祝
詞
に
表

明
さ
れ
た
よ
う
に
、
建
学
の
精
神
を

堅
持
し
、
い
よ
い
よ
内
外
に
充
実
発

展
す
る
こ
と
こ
そ
、
先
生
の
御
霊
を

慰
め
る
唯
一
の
道
で
あ
り
ま
す
。
私

共
は
、
先
生
が
本
学
の
た
め
に
尽
力

さ
れ
、
殊
に
学
生
を
熱
愛
し
て
指
導

し
て
く
だ
さ
っ
た
御
功
績
を
、
学
史

に
残
る
尊
い
足
跡
と
し
て
、
永
く
忘

れ
る
こ
と
は
な
い
で
あ
り
ま
し
ょ

う
。

　

在
り
し
日
の
面
影
を
偲
び
つ
つ
、

哀
惜
の
情
切
々
と
し
て
尽
き
ま
せ
ん

が
、
最
後
に
多
年
の
御
尽
力
に
心
か

ら
感
謝
申
上
げ
、
謹
ん
で
お
別
れ
の

言
葉
と
い
た
し
ま
す
。
ど
う
か
安
ら

か
に
お
休
み
下
さ
い
。

　

わ
が
友
よ　

天
翔
り
て
も

　

学
び
舎
の　

行
く
末
安
く

　

見
守
り
た
ま
へ
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大
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ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
全
国
大
会
に
初
出
場

　

本
学
と
連
携
協
定
を
結
ん
で
い
る
伊
勢
市
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
〝
地
元

愛
〞
を
町
づ
く
り
に
活
か
す
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
あ
る
伊
勢
市
役
所
の
方
々

に
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
や
伊
勢
の
魅
力
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

将
来
を
担
っ
て
い
く
子
ど
も
た
ち
を

育
て
て
い
く
の
は
、
保
護
者
の
方
の
役

割
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
少
子
化
の
進
行
し
て
い
る
社

会
に
お
い
て
、
も
う
少
し
大
き
な
視
点

で
と
ら
え
れ
ば
、
ま
ち
全
体
で
子
ど
も

た
ち
を
育
て
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
伊
勢
市
で
は
、
公
と
し
て
出
産
や

子
育
て
を
応
援
し
生
み
育
て
や
す
い
環

境
を
つ
く
る
こ
と
で
、「
少
子
化
」を「
笑

子
化
」
に
変
え
、
伊
勢
の
ま
ち
の
宝
で

あ
る
子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
成
長
で
き

る
ま
ち
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

こ
ど
も
課
で
は
、
様
々
な
子
育
て
支

援
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
保
育
所
や

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
児
童
館
、
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
に
関
す
る
こ

と
や
、
各
種
手
当
の
支
給
業
務
、
ま
た

子
育
て
な
ど
の
相
談
業
務
を
行
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
要
保
護
児
童

対
策
、
児
童
虐
待
等
の
相
談
業
務
に
つ

い
て
、
関
係
機
関
と
連
携
し
充
実
を
図

る
た
め
、
平
成
二
十
三
年
度
か
ら
こ
ど

も
家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー
を
設
置
い
た
し

ま
し
た
。
Ｄ
Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ

イ
オ
レ
ン
ス
）
や
女
性
相
談
に
つ
い
て

も
関
連
す
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
相
談

事
業
を
一
元
化
す
る
こ
と
に
よ
り
相
談

体
制
の
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
学
生
で
あ
る
皆
様
も
、将
来
、結

婚
し
子
育
て
を
す
る
時
期
が
や
っ
て
き

ま
す
。
ま
た
皇
學
館
大
学
の
学
生
さ
ん

の
中
に
は
、
保
育
所
で
の
教
育
実
習
に

来
て
い
た
だ
い
て
い
る
方
も
み
え
ま
す

が
、
ぜ
ひ
保
育
士
を
目
指
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
子
育
て
に
は
不

安
や
負
担
が
つ
き
も
の
で
す
が
、
子
ど

も
と
向
き
合
い
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し

て
く
だ
さ
い
。

〈
少
子
化
〉を〈
笑
子
化
〉に

●知

●的

●書

●評

●合

●戦

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
全
国
大
会
に
初
出
場

　
「
知
的
書
評
合
戦
」と
呼
ば

れ
る
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
は

平
成
十
九
年
に
京
都
大
学
で

始
ま
っ
た
も
の
。
五
分
の
持

ち
時
間
で
自
分
が
好
き
な
本

を
紹
介
し
、「
も
っ
と
も
読

み
た
く
な
っ
た
の
は
ど
の
本

か
？
」
を
基
準
に
聴
衆
に
投

票
し
て
も
ら
い
勝
負
を
決
め

る
ゲ
ー
ム
だ
。
シ
ン
プ
ル
な

ル
ー
ル
の
た
め
気
軽
に
参
加

で
き
、ま
た
、数
人
が
集
ま
れ

ば
手
軽
に
実
施
で
き
る
こ
と

か
ら
、
現
在
は
全
国
各
地
の

大
学
を
は
じ
め
、
小
中
高
等

学
校
や
図
書
館
、書
店
、企
業

な
ど
に
も
普
及
し
て
い
る
。

　

本
学
で
は
今
年
七
月
に
書

　

十
月
に
東
京
で
開
催
さ
れ
た
「
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
首

都
決
戦
2
0
1
2
」
に
本
学
国
文
学
科
三
年
の
奥
野
実

希
さ
ん
が
三
重
県
代
表
と
し
て
出
場
し
た
。〈
知
的
書
評

合
戦
〉
と
も
呼
ば
れ
る
同
イ
ベ
ン
ト
は
昨
今
、
大
学
を

中
心
に
全
国
的
な
ブ
ー
ム
と
な
っ
て
お
り
、
本
学
で
も

今
年
七
月
に
書
評
サ
ー
ク
ル
「
ビ
ブ
ロ
フ
ィ
リ
ア
」
が

立
ち
上
が
る
な
ど
、
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

評
サ
ー
ク
ル
「
ビ
ブ
ロ
フ
ィ

リ
ア
」
が
発
足
。
東
京
で
開

催
さ
れ
た
全
国
大
会
「
ビ
ブ

リ
オ
バ
ト
ル
首
都
決
戦
2
0

1
2
」
に
は
、
メ
ン
バ
ー
の

ひ
と
り
、
国
文
学
科
三
年
の

奥
野
実
希
さ
ん
が
三
重
県
代

表
学
生
と
し
て
出
場
し
た
。

「〈
人
を
通
し
て
本
を
知
る
／

本
を
通
し
て
人
を
知
る
〉
と

い
う
の
が
、
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト

ル
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
す
」
と

話
す
の
は
、
同
サ
ー
ク
ル
の

顧
問
を
務
め
る
岡
野
裕
行
国

文
学
科
助
教
。「
い
ろ
ん
な
本

に
巡
り
合
え
る
だ
け
で
な

く
、
本
選
び
の
視
点
や
プ
レ

ゼ
ン
の
仕
方
に
人
柄
が
垣
間

見
え
て
面
白
い
ん
で
す
」と
、

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
の
魅
力
を

語
る
。
ま
た
、「
こ
う
し
た
大

会
へ
の
参
加
は
全
国
各
地
の

大
学
生
と
交
流
で
き
る
絶
好

の
機
会
な
の
で
、
来
年
は
よ

り
多
く
の
学
生
に
挑
戦
し
て

ほ
し
い
」
と
も
。
知
的
好
奇

心
を
く
す
ぐ
る
新
し
い
本
の

楽
し
み
方
の
、
さ
ら
な
る
広

が
り
に
期
待
し
た
い
。

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル

h
ttp

://w
w

w
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b
a
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/

人
を
通
し
て
本
を
知
る

本
を
通
し
て
人
を
知
る

「
思
い
」伝
え
る
、そ
の
魅
力

　

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
首
都
決
戦
に
出
場
し
て　

国
文
学
科
三
年　

奥
野
実
希

　

十
月
二
十
一
日
に
行
わ
れ

た
、
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
首
都

決
戦
。
私
は
三
重
県
代
表
と

し
て
出
場
し
ま
し
た
。
地
区

決
戦
時
の
観
客
数
と
は
桁
外

れ
に
違
う
人
数
に
圧
倒
さ

れ
、
本
番
で
も
場
の
空
気
に

呑
ま
れ
て
し
ま
っ
た
の
は
今

尚
悔
や
ま
れ
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

し
か
し
、
首
都
決
戦
で
得

た
も
の
は
大
き
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
出
場
者
そ
れ
ぞ
れ

の
思
い
が
凝
縮
さ
れ
た
プ
レ

ゼ
ン
は
ど
れ
も
魅
力
的
で
、

強
く
心
を
動
か
さ
れ
ま
し

た
。
同
時
に
、
自
分
に
と
っ

て
か
け
が
え
の
な
い
本
を
他

人
に
紹
介
す
る
こ
と
の
難
し

さ
と
楽
し
さ
を
改
め
て
感
じ

ま
し
た
。
ま
た
、
自
分
と
接

点
の
な
か
っ
た
分
野
の
人
と

繋
が
る
こ
と
が
で
き
た
の

は
、
大
き
な
収
穫
で
し
た
。

様
々
な
学
部
の
人
と
話
す
の

は
刺
激
的
で
、
大
変
有
意
義

な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

私
は
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
サ

ー
ク
ル
で
活
動
す
る
中
で
、

人
と
好
き
な
本
を
共
有
す
る

嬉
し
さ
を
知
り
、
今
回
の
首

都
決
戦
で
改
め
て
そ
の
魅
力

の
奥
深
さ
に
気
付
き
ま
し

た
。
今
後
は
単
に
登
壇
者
、

或
は
観
客
と
し
て
参
加
す
る

だ
け
で
は
な
く
、
こ
の
楽
し

さ
を
よ
り
多
く
の
人
に
広
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

外宮まがたま池で能楽を奉納
　

倉
陵
祭
が
行
わ
れ
た
十
一

月
三
日
の
文
化
の
日
、
本
学

能
楽
同
好
会
に
よ
る
神
宮
へ

の
謡
・
仕
舞
の
奉
納
が
外
宮

ま
が
た
ま
池
奉
納
舞
台
で
行

わ
れ
た
。

　

同
会
は
、
日
本
の
伝
統
文

化
を
学
ぶ
た
め
の
講
座
「
伝

統
の
心
と
技
」（
能
楽
）
を
受

講
し
た
学
生
が
中
心
と
な

り
、
平
成
二
十
一
年
度
に
発

足
。
同
講
座
の
講
師
を
務
め

る
観
世
流
シ
テ
方
能
楽
師
の

観
世
喜
正
先
生
の
指
導
を
受

け
な
が
ら
謡
・
仕
舞
の
稽
古

に
励
み
、
毎
年
倉
陵
祭
で
そ

の
成
果
を
披
露
し
て
き
た
。

四
年
目
と
な
る
今
年
度
、
神

宮
へ
の
能
楽
奉
納
と
し
て
初

め
て
学
外
で
披
露
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　

晴
天
に
恵
ま
れ
た
当
日
、

全
員
が
外
宮
の
御
正
殿
へ
参

拝
を
し
て
か
ら
舞
台
に
臨
ん

だ
。
ま
ず
、
観
世
先
生
が
天

女
を
演
じ
る
能
「
羽
衣
」
を

奉
納
。
ワ
キ
方
や
笛
、
鼓
、

太
鼓
な
ど
の
囃
子
方
な
ど
い

ず
れ
も
観
世
流
の
プ
ロ
が
演

じ
る
だ
け
あ
っ
て
、
楓
が
紅

葉
し
秋
の
気
配
が
深
ま
り
つ

つ
あ
る
池
畔
全
体
が
幽
玄
の

世
界
に
染
ま
っ
て
い
く
よ
う

な
情
感
に
包
ま
れ
た
。
続
い

て
、
学
生
た
ち
が「
絵
馬
」
の

連
吟
を
は
じ
め
、「
鶴
亀
」「
菊

慈
堂
」「
経
正
」「
猩
々
」「
百

萬
」
な
ど
の
仕
舞
を
次
々
と

奉
納
。
物
語
の
主
役
は
中
国

の
皇
帝
、
武
士
の
亡
霊
、
酒

飲
み
の
妖
怪
…
…
と
じ
つ
に

多
彩
で
、
そ
れ
ぞ
れ
優
雅
さ

だ
け
で
な
く
、
壮
絶
さ
を
感

じ
る
激
し
い
動
き
、
楽
し
げ

で
繊
細
な
舞
な
ど
も
見
ら

れ
、〝
世
界
最
古
の
演
劇
〞
の

奥
深
さ
が
感
じ
ら
れ
た
。

　
「
素
晴
ら
し
い
ロ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
も
と
敬
虔
な
気
持
ち

で
演
じ
る
こ
と
が
で
き
、
学

皇
學
館
高
校

吹
奏
楽
定
期
演
奏
会
を
開
催

　

九
月
二
十
二
日
、
二
十
三
日
の
両

日
、
伊
勢
市
観
光
文
化
会
館
に
お
い

て
皇
學
館
高
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
定

期
演
奏
会
が
開
催
さ
れ
た
。
吹
奏
楽

コ
ン
ク
ー
ル
で
は
三
年
連
続
三
重
県

代
表
に
な
る
な
ど
、
着
実
に
レ
ベ
ル

を
上
げ
て
い
る
同
部
。
演
奏
会
を
始

め
て
五
回
目
と
な
る
今
年
は
日
本
を

代
表
す
る
打
楽
器
奏
者
・
安
藤
芳
広

氏
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、
プ
ロ
の
冴
え

わ
た
る
ス
テ
ィ
ッ
ク
さ
ば
き
や
華
麗

な
競
演
が
堪
能
で
き
る
ス
ペ
シ
ャ
ル

な
内
容
と
な
っ
た
。

　

演
奏
さ
れ
た
曲
目
は「
春
の
猟
犬
」

や
「
ス
ペ
イ
ン
狂
詩
曲
」
な
ど
ク
ラ

生
た
ち
も
普
段
以
上
の
力
が

出
せ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
」
と
観
世
先
生
。
一
時

間
余
り
の
奉
納
に
魅
入
っ
て

い
た
観
客
も
、「
き
れ
い
な
鼓

の
音
が
響
く
な
か
木
々
が
揺

ら
め
い
た
と
き
、
本
当
に
神

様
が
い
る
の
か
と
思
い
ま
し

た
。
こ
う
い
う
機
会
を
持
て

る
学
生
さ
ん
た
ち
は
恵
ま
れ

て
い
ま
す
」（
伊
勢
市
の
五
十

代
女
性
）、「
観
世
先
生
の
舞

台
が
観
ら
れ
て
良
か
っ
た
で

す
。
学
生
た
ち
も
一
生
懸
命

舞
っ
て
い
て
、
初
心
が
大
切

だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
」

（
松
阪
市
の
三
十
代
男
性
）と

満
足
の
様
子
。

　

最
後
の
仕
舞
「
百
萬
」
を

舞
っ
た
同
会
委
員
長
の
西
田

豊
子
さ
ん（
神
道
学
科
三
年
）

は
、「
直
前
ま
で
緊
張
し
て
い

た
の
で
す
が
、
面
を
付
け
る

と
自
分
の
世
界
に
入
っ
て
い

け
ま
し
た
。
お
見
苦
し
く
な

か
っ
た
と
し
た
ら
、
神
様
の

お
か
げ
で
す
」と
、ほ
っ
と
し

た
笑
顔
で
語
っ
た
。

シ
ッ
ク
音
楽
の
ほ
か
、
い
き
も
の
が

か
り
の
「
風
が
吹
い
て
い
る
」
や
美

空
ひ
ば
り
メ
ド
レ
ー
な
ど
十
曲
。
演

奏
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
ソ
ロ
演
奏

や
ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
ふ

ん
だ
ん
に
取
り
入
れ
た
エ
ン
タ
ー
テ

イ
ン
メ
ン
ト
色
あ
ふ
れ
る
内
容
に
会

場
も
手
拍
子
で
応
え
、
熱
気
に
包
ま

れ
た
演
奏
会
と
な
っ
た
。

　

伊
勢
市
内
か
ら
訪
れ
た
と
い
う
四

十
代
の
主
婦
は
「
音
が
揃
っ
て
い
て

迫
力
が
あ
っ
た
」
と
興
奮
気
味
に
話

し
、「
来
年
も
ぜ
ひ
来
た
い
」
と
満
足

げ
に
語
っ
た
。
幼
稚
園
と
小
学
生
の

子
ど
も
を
連
れ
た
夫
婦
は
「
レ
ベ
ル

の
高
さ
に
驚
い
た
」
と
言
い
、「
機
会

が
あ
れ
ば
ま
た
聴
き
た
い
」
と
感
想

を
話
し
て
い
た
。

能楽同好会

■
■
■
■
■

お
仕
事
拝
見

／／
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テーマ
みんなでつくる物語
～最高のフィナーレを目指して～

　

　

　

　

皇高祭
9 月19・20日

　 9月19日、20日に第50回となる皇高祭が催され、 1日目は伊勢市

観光文化会館において祭典、義足のハイジャンパーで北京パラリン

ピックでは 5位に入賞した鈴木徹氏による講演、福岡出身の若手ア

ーティスト・伊藤祥平氏による演奏が行われた。祭典に参列した生

徒代表 2人は前日から入念にリハーサル。吹奏楽部のメンバーもこ

の日のために練習を重ね、当日はいずれも素晴らしい立ち居振る舞

い、パフォーマンスを見せ皇高祭最高のスタートとなった。

　 2日目は皇學館高校にて 1、2年各クラスの出し物、クラブ展示、

有志による自由演奏が行われた。出し物はどのクラスも工夫を凝ら

し、少しでも盛り上げよう、たくさん売ろうと奮戦。演奏は放送部

と有志の頑張りによって体育館に大きな声援・拍手が起こり、大成

功をおさめた。そして、最後は校友会主催のジャンケン列車。勝っ

たり負けたりするたびにあちこちで歓声が上がり、大いに盛り上が

った。「記憶に残るとても素晴らしい皇高祭になった」とは校友会副

委員長の鬼頭雄也君。さらに、「みんなにとっても充実したものであ

ったら嬉しい」と語り、手ごたえを感じた様子だった。

祭 典

●吹奏楽部　迫力あふれる演奏に会場全体で盛り上がった。

皇中祭
11月 3・4日

　今年の皇中祭は 3年に一度の記念行事が開

催される年にあたり、吉本のお笑い芸人であ

る「ギャロップ」や女性マジシャンの小泉エ

リさん、落語家の桂三輝さん、伊賀出身のシ

ンガーソングライター・大知正紘さんが来校。

イベント盛りだくさんの内容となった。

　 1日目に行われたのは合唱コンクールと記

念行事だ。合唱コンクールでは「時の旅人」

「信じる」などの課題曲に加え、「エール」「明

日への扉」といった自由曲を各クラスが熱唱。

観覧に来ていた保護者は「去年より子どもが

成長したと思う。クラス全体のまとまりも感

じられた」と感慨深げに語った。午後に行わ

れた記念行事、小泉エリさんのマジックと「ギ

ャロップ」の漫談では巧みな話芸で会場を爆

笑の渦に巻き込んでいた。

　 2日目はクラス展示が行われ、「百人一首の

世界」「トリックアート」など、それぞれに趣

向を凝らした展示で来場者の目を引いてい

た。オリンピックを題材にした 2年Ａ組の山

下加衣さんは「時計台作りが難しかったが、

みんなで力を合わせて完成できたのが嬉しか

った」と笑顔で語った。

課題曲「TAKiOのソーラン 2」を踊りの
パフォーマンスもまじえ熱唱する生徒。
優勝は 3年Ａ組、準優勝は 3年Ｂ組。

ぴたりと息のあった
合唱に耳を澄ませる
保護者たち。我が子
の成長ぶりを目にす
る貴重な機会にもな
ったようだ。

「ギャロップ」の髪の毛をネタにした
自虐漫才に大笑いする生徒たち。

生徒の成長がキラリ

記憶に残る祭りに

合唱コンクール

テーマ 絆

記念行事

クラス展示は観覧しに来校した保
護者の方々にも審査をお願いした。
投票の結果、みごと優勝したのは
1年Ａ組の「百人一首の世界」!

厳かに執り行われた祭典。

クラス展示

皇 學 館 学 園 報平成24年12月20日 　第41号　()４
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倉陵祭
11月2・3・4日

　「何をもって 〝成功〞とするのか。それを突

き詰めることから始めました」と語るのは、

倉陵祭実行委員長の平田峡介君（国文 3年）だ。

得た結論は、「来場者が 〝楽しかった〞 と思う

こと」。めざす方向が定まると、アイデアがど

んどん湧いてきた。恒例のアーティストライ

ブにはより広い地域、年齢層からの集客を狙

い、アニメソング界の歌姫・LiSAさんを抜擢。

狙い通り、ライブ当日は朝早くから整理券を

求める長蛇の列ができた。小さいお子さんの

いるファミリー層にも気軽に来てほしいと、

託児所を設けたのも初めての試みだ。模擬店

の並びにもこだわり、各ブースの間を狭くし

て祭りの屋台さながらの賑やかな雰囲気を醸

した。そうした工夫が功を奏してか、今年の

来場者は例年にまして老若男女が入り混じる

多彩な顔ぶれに。テーマ「進」のごとく、学

内のみならず地域市民に喜ば

れる祭りとして歩を進めたよ

うだ。次はどんな進化を遂げ

るか　　来年の倉陵祭に

期待が膨らむ。

●整理券を求める行列
LiSAさんのライブチケットを目当てに、最後尾は
皇學館高校の敷地に迫る長い列ができた。津市
内の男子高校生は「ライブが聴きたくてやって来
た。倉陵祭は初めてだが、たくさんの人がいるの
に驚いた」と話していた。

●教員ビブリオバトル
今年、初めて行われた教員ビブリオバトル
は齋藤平先生と岡野裕行先生の一騎打ち。
結果は…岡野先生の勝利 ! 教員の新たな
一面が見られるとあってか、会場には学生
の姿が多く見られた。

●樽神輿
「ヤマタノオロチ」をモチーフ
にした神道学科 2年が優勝!

●子ども広場
倉陵会館ではクッキーづくり、ペーパークラ
フト教室、劇「ねむりひめ」が開かれた。託児
スペースもあり、ファミリー層が多く訪れた。

●芝生広場
新しく建てられた 9 号館前の芝生広場では休憩したり、おで
んや水餃子など模擬店の食べ物を楽しんだりする来場者で
にぎわった。

地域ぐるみで楽しむ

テーマ 進～すすむ～

●
屋
外
ス
テ
ー
ジ　
圧
倒
的
な
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
観
客
を
魅
了
し
た
よ
さ
こ
い
部「
雅
」。

●祭典　厳かに執り行われた祭典。

9月下旬から11月上旬にかけて、大学・高校・中学校の各学び舎で学園祭が

開催された。イベント内容や運営の仕方など、学生・生徒が中心となり創り

上げることで人としての成長の場ともなっている祭典だ。今年はどんな企画や

アイデアが盛り込まれたのか、それぞれの模様を写真を中心に紹介する。

「去年の倉陵祭のテーマである〈歩〉から一歩踏み
込んで〈進〉にした」と話す実行委員長の平田君。

皇 學 館 学 園 報()　第41号 平成24年12月20日５



 

 

皇學館高等学校創立五十周年・皇學館中学校
創立三十五周年記念事業寄付金進捗状況

区　　分 申込件数 申込金額（円） 納入金額（円）

3 450,000 450,000

42 4,240,000 4,200,000

18 575,000 575,000

192 7,500,000 7,500,000

75 1,235,000 1,235,000

125 3,685,000 3,635,000

合　　　計 455 17,685,000 17,595,000
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今
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こ
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結
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年
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体
育
祭
の
練
習
し

た
り
本
番
を
迎
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て
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持
ち

の
込
も
っ
た
掛
け
声
を
出
し
た

り
、
足
を
し
っ
か
り
と
上
げ
て
い

て
、
と
て
も
引
き
締
ま
っ
た
開
会

式
と
な
っ
た
。
午
前
の
部
は
百
メ

ー
ト
ル
走
や
ク
ラ
ス
対
抗
二
十
人

　

同
周
年
記
念
事
業
は
募
財
活
動
の
中
心
を
「
生
徒
の

教
育
活
動
支
援
」
に
置
い
て
お
り
、
十
月
三
十
一
日
現

在
の
募
金
状
況
は
次
の
通
り
で
す
。
皆
様
の
ご
協
力
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
と
も
ご
賛
同
を

お
願
い
致
し
ま
す
。
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皇學館高等学校創立五十周年・ 寄付者芳名皇學館中学校創立三十五周年記念事業 チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
高
め
た
体
育
大
会

第
五
十
回 

体
育
大
会

函
館
山
か
ら
の
夜
景
に
感
動

二
年
十
組　

木
下　

柊

修
学
旅
行 
北
海
道

　

五
十
鈴
川
に
朝
集
合
し
て
か
ら

伊
丹
空
港
に
着
く
ま
で
、
時
間
の

経
過
が
早
く
感
じ
た
。
飛
行
機
に

乗
っ
て
か
ら
は
雲
が
多
く
、
揺
れ

て
い
た
の
で
と
て
も
不
安
だ
っ
た

が
、
函
館
に
着
く
前
に
青
森
県
の

地
形
が
く
っ
き
り
見
え
た
の
は
嬉

し
か
っ
た
。

　

ト
ラ
ピ
ス
チ
ヌ
修
道
院
が
想
像

し
て
い
た
よ
り
も
広
く
、驚
い
た
。

ガ
イ
ド
の
方
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
を

信
仰
す
る
女
性
で
も
必
ず
修
道
院

の
中
へ
入
れ
る
わ
け
で
は
な
い
こ

と
を
聞
い
て
、
厳
し
い
ん
だ
な
と

思
っ
た
。
そ
の
後
、
函
館
山
に
行

き
、
世
界
三
大
夜
景
と
評
さ
れ
る

素
晴
ら
し
い
光
景
を
見
る
こ
と
が

反
省
点
も
含
め
、よ
い
経
験
に

二
年
七
組　

皿
屋
真
里

　

誰
ひ
と
り
欠
け
る
こ
と
な
く
、

無
事
、
三
重
に
帰
っ
て
く
る
こ
と

が
で
き
た
の
は
喜
ば
し
い
こ
と

だ
。
こ
の
四
日
間
は
新
鮮
な
も
の

が
た
く
さ
ん
あ
り
、
様
々
な
も
の

を
見
て
、
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
、
と
て
も
良
い
経
験
に
な
っ

た
。
そ
し
て
、
ま
た
き
っ
と
も
う

一
度
、
今
度
は
時
間
を
た
っ
ぷ
り

と
っ
て
来
た
い
と
思
っ
た
。
北
方

領
土
も
遠
目
で
い
い
か
ら
見
て
み

た
い
。
簡
単
に
解
決
で
き
る
こ
と

は
無
理
だ
が
、
時
間
を
か
け
て
で

も
、
良
い
方
向
に
い
っ
て
ほ
し
い

と
思
う
。
こ
の
旅
行
で
は
学
ん
だ

こ
と
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
、
充
実
し

た
も
の
だ
っ
た
。
ク
ラ
ス
メ
イ
ト

の
い
ろ
い
ろ
な
一
面
や
意
外（
？
）

な
所
も
見
え
た
と
思
う
。
何
が
一

番
良
か
っ
た
か
と
聞
か
れ
る
と
、

す
ぐ
に
は
答
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
た

く
さ
ん
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
も

ち
ろ
ん
、
反
省
す
べ
き
点
も
た
く

さ
ん
あ
っ
た
（
部
屋
長
と
し
て
の

責
任
と
か
…
…
）。
ク
ラ
ス
で
は
、

メ
リ
ハ
リ
や
周
り
の
状
況
を
見
て

判
断
し
、
行
動
す
る
こ
と
が
や
は

り
反
省
す
べ
き
事
だ
と
思
っ
た
。

仲
間
の
活
躍
に
惜
し
み
な
い
声
援

第
三
十
三
回 

体
育
大
会

　

九
月
二
十
二
日
に
体
育
大
会
が

開
催
さ
れ
、
青
空
の
下
、
生
徒
た

ち
は
力
を
合
わ
せ
て
活
躍
し
た
。

　

午
前
の
部
最
初
の
入
場
行
進
は

ク
ラ
ス
の
団
結
力
を
感
じ
さ
せ
る

も
の
で
あ
っ
た
。
競
技
が
始
ま
る

と
円
陣
が
組
ま
れ
、
各
ク
ラ
ス
の

気
合
い
の
声
が
運
動
場
中
に
響
き

渡
っ
た
。
ま
た
、
誰
も
が
精
一
杯

仲
間
の
活
躍
を
応
援
し
て
い
た
。

ク
ラ
ス
全
員
＋
一
脚
は
気
迫
に
満

ち
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ゴ
ー
ル
に

あ
る
マ
ッ
ト
に
勢
い
よ
く
飛
び
込

む
よ
う
に
止
ま
る
。
誰
も
こ
け
た

り
す
る
事
な
く
全
て
の
ク
ラ
ス
が

ゴ
ー
ル
で
き
、
完
走
し
た
後
は
皆

笑
顔
が
輝
い
て
い
た
。
ニ
コ
ニ
コ

ボ
ー
ル
で
は
一
年
生
が
苦
戦
し
、

ト
ッ
プ
が
ゴ
ー
ル
し
た
と
き
に
は

一
周
以
上
の
差
が
あ
っ
た
。
し
か

し
、全
学
年
で
「
頑
張
れ
、も
う
少

し
だ
!
」
と
声
援
を
送
り
、
一
緒

に
走
る
姿
が
見
ら
れ
た
。
最
後
に

は
皆
で
ゴ
ー
ル
!　

学
年
関
係
な

く
応
援
す
る
生
徒
た
ち
の
姿
は
と

て
も
感
動
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

午
後
の
部
で
は
騎
馬
戦
の
代
わ

り
に
竹
取
合
戦
が
新
競
技
と
な
っ

た
。
ク
ラ
ス
で
作
戦
を
立
て
、
竹

を
引
っ
張
り
合
い
、「
次
は
こ
っ
ち

だ
!
」
と
声
を
掛
け
合
い
白
熱
し

た
。
最
後
の
競
技
、
二
十
人
リ
レ

ー
で
は
順
位
の
入
れ
替
わ
り
の
度

に
生
徒
た
ち
の
ボ
ル
テ
ー
ジ
も
最

高
潮
に
な
り
、
盛
り
上
が
り
を
見

せ
た
。
結
果
は
総
合
優
勝
三
年
Ａ

組
、
準
優
勝
二
年
Ａ
組
と
な
り
、

今
年
の
体
育
大
会
が
終
了
し
た
。

達
成
感
を
感
じ
た
最
高
の
大
会

三
年
Ｂ
組　

稲
吉
咲
良

大
合
唱
で
盛
り
上
が
る

平
成
二
十
四
年
度 

伊
勢
市
連
合
音
楽
演
劇
発
表
会

　

十
一
月
十
六
日
、
伊
勢
市
観
光

文
化
会
館
に
て
伊
勢
市
連
合
音
楽

演
劇
発
表
会
が
行
わ
れ
た
。
一
年

生
と
二
、
三
年
生
の
合
唱
同
好
会

が
出
演
し
、「
む
こ
う
む
こ
う
」
と

皇
中
祭
で
発
表
し
た
「T

A
K
iO

の
ソ
ー
ラ
ン
２
」
の
二
曲
を
披
露

し
た
。

　
「
む
こ
う
む
こ
う
」は
練
習
時
間

が
少
な
か
っ
た
が
、
心
を
込
め
て

歌
う
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、

「T
A
K
iO

の
ソ
ー
ラ
ン
２
」で
は

ソ
ー
ラ
ン
を
踊
る
生
徒
と
共
に
元

気
良
く
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
、

素
晴
ら
し
い
舞
台
と
な
っ
た
。

　

発
表
の
最
後
に
は
全
学
校
で

「C
O
SM

O
S

」、「
夢
の
世
界
」を

歌
い
、
最
後
の「
さ
よ
う
な
ら
」で

は
手
話
を
交
え
な
が
ら
の
大
合
唱

で
大
変
盛
り
上
が
り
、
幕
を
下
ろ

し
た
。

● ● ● ●お 知 ら せ

皇學館中学校 入 試 日 程
Ａ日程 募集人数は約60名 Ｂ日程 募集人数は約10名

試験日時
平成25年1月12日㈯
9：30より
試験科目
国語・算数・作文（各50分・100点）
出願期間
平成24年12月10日㈪～26日㈬
9：00～15：00

試験日時
平成25年1月20日㈰
9：30より
試験科目
国語・算数（各50分・100点）
出願期間
平成25年1月15日㈫～19日㈯
9：00～15：00

第1・3・5土曜に学校見学ができます（祝日を除く）。
詳細は皇學館中学校（☎0596-23-1398）までお問い合せください。

選
抜
リ
レ
ー
で
は
先
生
と
生
徒
が

対
決
す
る
と
あ
っ
て
と
て
も
白
熱

し
た
戦
い
に
。
い
つ
も
勉
強
を
教

え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
先
生
方
が

意
外
に
速
か
っ
た
の
で
驚
い
た
。

体
育
大
会
を
通
し
て
先
生
と
の
交

流
を
は
か
れ
た
の
で
、
と
て
も
有

意
義
だ
っ
た
。
二
十
人
リ
レ
ー
の

決
勝
で
は
下
剋
上
が
起
こ
り
、
一

年
二
組
が
勝
っ
た
。
こ
う
い
っ
た

こ
と
も
体
育
大
会
の
醍
醐
味
だ
と

思
う
。

　

こ
の
体
育
大
会
を
通
し
て
僕
ら

生
徒
が
得
た
の
は
ク
ラ
ス
の
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
だ
。
勝
っ
た
チ
ー
ム
も

負
け
た
チ
ー
ム
も
一
貫
し
て
友
情

を
深
め
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
行
事

を
通
し
て
ク
ラ
ス
、
学
年
、
学
校

全
体
が
少
し
ず
つ
で
も
一
体
化
し

て
い
け
ば
良
い
と
思
う
。
僕
は
総

務
委
員
長
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の

学
校
行
事
も
成
功
さ
せ
る
た
め
に

努
力
し
た
い
。 

 

総
務
委
員　

山
口　

嵐

で
き
た
。
雨
が
降
り
そ
う
だ
っ
た

の
で
不
安
だ
っ
た
が
、
い
い
眺
め

を
写
真
に
収
め
る
こ
と
が
で
き
て

良
か
っ
た
と
思
う
。
明
日
も
し
っ

か
り
見
学
し
て
、
楽
し
い
思
い
出

を
つ
く
れ
る
よ
う
に
し
た
い
。
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創立百三十周年・再興五十周年記念事業
寄付金進捗状況

区　　分 申込件数 申込金額（円） 納入金額（円）

634 778,347,000 772,637,000

736 82,534,000 80,399,000

57 40,040,000 39,920,000

1,892 101,241,000 101,241,000

109 63,570,000 62,330,000

260 60,372,000 60,132,000

合　　　計 3,688 1,126,104,000 1,116,659,000

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

館　
　

友

第
二
十
回 

十
月
十
一
日
開
催

東
日
本
大
震
災
で
考
え
た
こ
と

講
師
●
青あ

お

山や
ま

俊と
し

樹き

先
生

地
域
と
連
携
し
て
防
災
対
策
を

第
十
九
回 
十
月
四
日
開
催

新
渡
戸
稲
造
の
精
神

　

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト　

講
師
●
草く

さ

原は
ら

克か
つ

豪ひ
で

先
生

真
の
愛
国
者
・
国
際
人
と
は

　

周
年
記
念
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
お
蔭
様
を
も
ち
ま

し
て
盛
会
に
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ご
協
力
を
賜

り
ま
し
た
皆
様
に
は
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
本
募

金
の
依
頼
は
昨
年
度
末
を
も

ち
終
了
い
た
し
ま
し
た
が
、

お
申
込
み
頂
き
ま
し
た
寄
付

 

神
奈
川
県 

五
万
円 

堀
井　

純
二
様

 

奈
良
県 

五
十
五
万
円
﹇
五
十
万
円
増
額
﹈

 

星
田　

道
夫
様

甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘

創
立
百
三
十
周
年
・
再
興
五
十
周
年
記
念
事
業

 

寄
付
者
芳
名

金
に
つ
き
ま
し
て
は
継
続
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

　

高
校
入
学
ま
で
の
自
分
は
目
標

も
夢
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で

も
高
一
の
時
、
音
楽
部
で
サ
ッ
ク

ス
に
出
会
い
、
私
の
人
生
は
変
わ

り
ま
し
た
。

　

サ
ッ
ク
ス
の
音
を
出
せ
た
瞬

間
、
世
界
一
の
プ
ロ
に
な
り
た
い

と
思
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
か
ら
、

毎
日
必
死
で
練
習
し
ま
し
た
。
放

課
後
、
グ
レ
ン
・
ミ
ラ
ー
・
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
の
来
日
公
演
を
見
に
行

き
、
公
演
後
に
会
場
裏
で
出
待
ち

し
、
出
て
き
た
彼
ら
の
前
で
、
聴

い
て
貰
い
た
い
一
心
で
い
き
な
り

一
人
で
サ
ッ
ク
ス
を
演
奏
し
た
事

も
あ
り
ま
す
。
彼
ら
は
笑
顔
で
踊

り
だ
し
「
君
も
一
緒
に
明
日
か
ら

ツ
ア
ー
に
参
加
し
な
い
か
？
」
と

言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

大
西
由
希
子
氏　
サ
ッ
ク
ス
奏
者
、
作
編
曲
家

皇
學
館
高
校
第
四
十
期（
平
成
十
七
年
三
月
）卒

　

高
校
卒
業
後
は
専
門
的
に
音
楽

を
学
び
ま
し
た
。
世
界
最
高
峰
の

サ
ッ
ク
ス
奏
者
で
あ
る
エ
リ
ッ

ク
・
マ
リ
エ
ン
サ
ル
に
学
び
た
く

て
、
彼
の
来
日
時
に
関
係
者
の
方

に
レ
ッ
ス
ン
を
申
し
込
み
ま
し

た
。
何
度
も
断
ら
れ
ま
し
た
が
、

コ
ン
サ
ー
ト
会
場
の
楽
屋
ま
で
行

き
直
接
本
人
に
頼
み
込
ん
で
弟
子

に
し
て
頂
け
ま
し
た
。
努
力
し
て

い
た
ら
沢
山
の
人
々
が
手
を
差
し

伸
べ
て
く
だ
さ
り
、
次
々
と
道
が

切
り
開
か
れ
て
い
き
ま
し
た
。
十

九
歳
で
プ
ロ
デ
ビ
ュ
ー
で
き
、
コ

ン
サ
ー
ト
や
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
音
楽
の

作
曲
演
奏
、
ウ
ェ
ブ
テ
レ
ビ
番
組

配
信
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
Ｗ
Ｂ
Ａ
世
界
ボ
ク
シ
ン

グ
タ
イ
ト
ル
マ
ッ
チ
の
リ
ン
グ
上

で
国
歌
を
独
奏
し
た
り
、
ア
メ
リ

カ
の
オ
ー
デ
ィ
オ
メ
ー
カ
ー
「
Ｋ

Ｏ
Ｉ
」
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
を
務
め
た
り
、
ア
メ
ブ
ロ
芸
能

人
有
名
人
ラ
ン
キ
ン
グ
で
一
位
も

獲
得
し
ま
し
た
。
音
楽
の
世
界
に

限
ら
ず
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
ス
イ

ー
ツ
の
業
界
に
お
い
て
私
自
身
の

ブ
ラ
ン
ド
も
で
き
ま
し
た
。

　

辛
い
事
や
大
変
な
事
も
あ
り
ま

す
が
、
サ
ッ
ク
ス
の
存
在
に
よ
っ

て
乗
り
越
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

何
の
夢
も
な
く
た
だ
毎
日
を
送

っ
て
い
た
私
は
サ
ッ
ク
ス
と
出
会

っ
て
か
ら
人
生
が
変
わ
り
ま
し

た
。た
っ
た
一
度
の
人
生
な
の
で
、

皆
さ
ん
も
自
分
の
信
じ
た
道
を
突

き
進
ん
で
頑
張
っ
て
下
さ
い
。

現
代
日
本
塾
を
開
催
各
界
の
第
一
人
者
を
講
師
に
定
期
開
催
さ
れ
て
い
る
現
代
日
本

塾
。今
回
は
第
十
九
・
二
十
回
・
二
十
一
回
の
模
様
を
紹
介
す
る
。

　

草
原
克
豪
先
生
は
北
海
道

出
身
。
文
部
省
入
省
後
に
コ

ー
ネ
ル
大
学
に
留
学
し
、
国

際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関

（
ユ
ネ
ス
コ
）に
勤
務
さ
れ
た

経
験
を
持
つ
。
講
演
で
は
、

こ
う
し
た
自
身
の
経
歴
に
縁

の
深
い
新
渡
戸
稲
造
に
関
す

る
研
究
の
成
果
を
発
表
。
新

渡
戸
稲
造
（
一
八
六
二
〜
一

九
三
三
）
が
札
幌
農
学
校
に

学
ん
だ
後
ア
メ
リ
カ
留
学
を

経
て
農
業
学
を
修
め
、
台
湾

の
農
政
経
営
に
貢
献
し
た
こ

と
。
ま
た
、
大
学
教
育
の
み

な
ら
ず
社
会
人
教
育
に
も
心

血
を
そ
そ
ぎ
、
堪
能
な
英
語

で
「
武
士
道
」
を
執
筆
、
ロ

ン
ド
ン
お
よ
び
ジ
ュ
ネ
ー
ブ

で
の
国
際
連
盟
初
代
事
務
次

長
を
勤
め
る
に
至
っ
た
こ

と
。そ
の
連
盟
で
の
仕
事
が
、

現
在
の
ユ
ネ
ス
コ
の
創
設
に

繋
が
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を

十
五
校
四
十
名
が
参
加

第
十
三
回 

高
校
生
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

　

文
学
部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
学
科
が
開
催
し
て
い
る

高
校
生
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン

テ
ス
ト
が
十
月
二
十
八
日
、

行
わ
れ
た
。
初
参
加
の
学
校

も
い
く
つ
か
見
ら
れ
た
今
年

は
十
五
校
四
十
名
が
エ
ン
ト

リ
ー
。
参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ

教
科
書
や
副
読
本
な
ど
を
題

材
に
、
約
三
分
間
の
ス
ピ
ー

チ（
暗
唱
）を
行
っ
た
。
な
か

に
は
、
小
道
具
を
用
意
す
る

な
ど
工
夫
を
こ
ら
し
た
参
加

者
も
。
ま
た
、
当
日
の
司
会

進
行
も
英
語
で
行
わ
れ
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
の

学
生
が
ス
タ
ッ
フ
と
な
っ
て

進
め
た
。

　

厳
正
な
審
査
の
結
果
、
一

位
に
輝
い
た
の
は
高
田
高
等

学
校
二
年
の
小
澤
美
友
さ
ん

だ
。「Like C

hihiro

」
と

題
す
る
、
画
家
・
い
わ
さ
き

ち
ひ
ろ
に
つ
い
て
の
ス
ピ
ー

チ
を
し
た
小
澤
さ
ん
は
、「
も

と
も
と
暗
記
は
苦
手
だ
が
、

何
度
も
何
度
も
練
習
し
た
。

緊
張
し
て
声
が
小
さ
く
な
ら

な
い
よ
う
に
注
意
し
て
、
聴

衆
の
目
を
見
て
対
話
す
る
よ

う
に
、
ま
た
後
ろ
の
人
に
ま

で
声
が
届
く
よ
う
に
ス
ピ
ー

チ
を
し
た
。
昨
年
は

二
位
入
賞
で
悔
し
い

思
い
を
し
た
の
で
、

今
回
は
優
勝
で
き
て

本
当
に
良
か
っ
た
」

と
喜
び
を
語
っ
た
。

　

大
会
会
長
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
主

任
、
豊
住
誠
教
授
は
、「
良
質

の
英
文
の
暗
記
は
英
語
学
習

に
お
い
て
効
果
的
。
本
大
会

が
高
校
生
の
皆
さ
ん
が
英
語

力
を
つ
け
る
一
助
に
な
れ
ば

嬉
し
い
」と
感
想
を
述
べ
た
。

入
賞
者（
抜
粋
）は
以
下
の
と

お
り
で
、
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
状

と
盾
、
副
賞
の
図
書
カ
ー
ド

な
ど
が
贈
呈
さ
れ
た
。

第
一
位 

小
澤　

美
友

（
高
田
高
等
学
校
二
年
）

第
二
位 

馬　
　

驍
慧

（
津
西
高
等
学
校
一
年
）

第
三
位 

水
口　

佑
華

（
伊
勢
高
等
学
校
二
年
）

お
話
し
い
た
だ
い
た
。

　

新
渡
戸
稲
造
の
業
績
、
ま

た
草
原
先
生
の
活
躍
を
通
じ

て
真
な
る
人
格
主
義
教
育
の

意
義
と
、偉
大
な
愛
国
者
・
国

際
人
と
な
っ
て
ゆ
く
べ
き
道

筋
を
示
し
て
い
た
だ
い
た
。

県
内
企
業
が
約
三
百
名
に
Ｐ
Ｒ

学
内
企
業
説
明
会
＆
情
報
交
換
会
を
開
催

　

十
一
月
二
十
八
日
、
百
五

銀
行
協
力
の
も
と
、
三
重
県

下
二
十
二
社
三
十
四
名
の
人

事
・
採
用
担
当
者
を
招
い
て

学
内
企
業
説
明
会
が
開
催
さ

れ
た
。
本
学
か
ら
は
清
水
学

長
以
下
、
学
部
長
、
事
務
局

長
は
じ
め
就
職
担
当
教
職
員

が
学
生
の
就
職
支
援
の
対
応

に
あ
た
っ
た
。

　

本
格
的
な
就
職
活
動
を
目

前
に
集
ま
っ
た
の
は
、
企
業

就
職
を
希
望
す
る
三
年
生
約

三
百
名
。
就
職
戦
線
を
勝
ち

抜
い
た
内
定
者（
四
年
生
）に

よ
る
就
活
体
験
報
告
、
業
界

の
魅
力
や
市
場
の
動
向
な

ど
、
各
社
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
真
剣
な
表
情
で
聞

い
て
い
た
。
続
い
て
行
わ
れ

た
個
別
説
明
会
で
も
積
極
的

に
質
問
す
る
姿
が
見
ら
れ
、

学
生
の
就
活
意
識
の
高
ま
り

が
感
じ
ら
れ
た
。
参
加
し
た

学
生
か
ら
は
「
知
ら
な
い
業

種
や
職
種
に
興
味
を
持
つ
き

っ
か
け
に
な
っ
た
」「
内
定
者

の
話
が
参
考
に
な
っ
た
」「
各

企
業
の
特
徴
、
内
容
を
比
較

し
て
検
討
で
き
た
」
な
ど
の

声
が
寄
せ
ら
れ
、
満
足
度
は

高
か
っ
た
よ
う
だ
。

　

説
明
会
終
了
後
、
人
事
・

採
用
担
当
者
と
本
学
教
職
員

と
の
情
報
交
換
会
も
開
催
さ

れ
、
今
求
め
ら
れ
る
人
材
像

や
業
界
の
動
向
と
い
っ
た
具

体
的
な
情
報
を
共
有
す
る
機

会
と
な
っ
た
。
地
域
社
会
の

活
性
化
や
発
展
に
貢
献
し
う

る
人
材
の
養
成
は
本
学
の
使

命
で
あ
る
。
今
後
も
全
学
一

体
と
な
っ
て
学
生
へ
の
就
職

支
援
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

第
二
十
一
回 

十
月
二
十
五
日
開
催

ア
マ
テ
ラ
ス
大
御
神
と
日
本
人
の
心

講
師
●
吉よ

し

田だ

敦あ
つ

彦ひ
こ

先
生

天
照
大
御
神
が
日
本
人
の
心
を
形
成

　

講
演
で
は
、
世
界
の
さ
ま

ざ
ま
な
神
話
と
古
事
記
お
よ

び
日
本
書
紀
に
あ
ら
わ
さ
れ

た
日
本
の
神
話
を
詳
細
に
比

較
さ
れ
た
こ
れ
ま
で
の
研
究

成
果
を
踏
ま
え
、「
天
照
大
御

神
さ
ま
の
慈
悲
深
い
お
心
が

世
界
に
比
類
な
き
日
本
人
の

心
の
特
質
を
形
成
し
た
」
こ

と
を
吉
田
敦
彦
先
生
に
解
り

や
す
く
解
説
し
て
い
た
だ
い

た
。
世
界
の
中
で
の
天
照
大

御
神
さ
ま
の
ご
神
徳
を
新
た

に
教
え
て
い
た
だ
く
、
ま
さ

に
古
事
記
上
撰
千
三
百
年
の

秋
に
ふ
さ
わ
し
い
ご
講
義
と

な
っ
た
。

　

青
山
俊
樹
先
生
は
国
土
交

通
事
務
次
官
と
し
て
平
成
十

四
年
ま
で
国
の
防
災
行
政
に

長
く
携
わ
っ
て
き
た
。
そ
の

経
験
に
基
づ
き
、
講
演
で
は

東
日
本
大
震
災
当
日
の
貴
重

な
映
像
と
と
も
に
災
害
の
概

要
を
紹
介
。
防
災
ヘ
リ
出
動

な
ど
の
初
動
対
応
や
直
後
の

災
害
対
策
室
の
立
ち
上
げ
、

そ
の
後
の
幹
線
道
路
・
航
路
・

港
湾
等
の
啓
開
作
戦
な
ど
行

政
の
取
り
組
み
と
、
今
後
想

定
さ
れ
る
東
南
海
地
震
な
ど

へ
の
対
策
等
を
お
話
し
い
た

だ
い
た
。
多
く
の
尊
い
命
が

失
わ
れ
た
こ
の
震
災
を
教
訓

に
、
私
た
ち
も
地
域
と
よ
り

一
層
連
携
を
深
め
な
が
ら
、

防
災
対
策
を
充
実
さ
せ
た

い
。
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ゴールは〝輝く〞こと!
イベント情報（12～2月）

編
集
後
記

◆
本
澤
雅
史
先
生
が
急
逝
さ
れ
ま
し

た
。
先
生
は
学
内
外
で
数
々
の
要
職

を
務
め
ら
れ
、
多
忙
な
毎
日
を
送
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
温
厚
で
面
倒
見
の

良
い
お
人
柄
は
、
学
生
は
も
と
よ
り

教
職
員
の
誰
も
が
認
め
る
と
こ
ろ
で

し
た
。
企
画
部
に
お
い
て
も
、
マ
ス

コ
ミ
か
ら
の
急
な
取
材
依
頼
を
い
つ

も
快
く
お
引
受
け
頂
き
ま
し
た
。
本

学
創
立
百
三
十
周
年
を
迎
え
、
ま
た

来
年
度
式
年
遷
宮
を
迎
え
て
、
ま
す

ま
す
の
ご
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
こ
の

時
期
に
突
然
の
訃
報
、
誠
に
残
念
で

な
り
ま
せ
ん
。
先
生
の
フ
ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク
に
続
々
と
寄
せ
ら
れ
る
学
生
や

卒
業
生
か
ら
の
悲
し
み
の
コ
メ
ン
ト

が
、
先
生
の
人
望
の
厚
さ
を
物
語
っ

て
い
ま
す
。
本
澤
先
生
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
ど
う
か
安
ら
か
に

お
休
み
く
だ
さ
い
。 

【
企
画
部
】

ゴールは〝輝く〞こと!
　Our goal is to shine!　

文学部教授　池 田 久 代

雅
楽
に
茶
道
、生
け
花
…
…

英
語
を
通
し
た
異
文
化
交
流

　

今
年
の
英
国
ケ
ン
ト
大
学

滞
在
は
、
肌
寒
い
英
国
の
八

月
に
し
て
は
珍
し
く
気
温
が

三
十
度
前
後
ま
で
上
昇
す
る

こ
と
も
あ
り
、
英
国
の
風
物

詩
で
あ
る
突
然
の
シ
ャ
ワ
ー

も
比
較
的
少
な
か
っ
た
。
皇

學
館
大
学
主
催
の
恒
例
の

「
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
カ
ル
チ
ャ

ー
・
イ
ブ
ニ
ン
グ
」（
第
二
回
）

も
八
月
十
五
日
、
会
場
の
人

い
き
れ
と
熱
気
に
包
ま
れ
て

無
事
終
了
し
た
。
今
年
は
茶

の
湯
の
席
の
み
な
ら
ず
、
書

道
、
切
り
絵
、
折
り
紙
な
ど

の
テ
ー
ブ
ル
（
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
）や
篳ひ

ち
篥り

き（
雅
楽
）の
披

露
な
ど
を
学
生
主
導
で
企
画

実
行
し
た
。
大
学
の
ス
タ
ッ

フ
や
教
員
に
加
え
て
ケ
ン
ト

大
学
滞
在
中
の
外
国
人
留
学

生
た
ち
が
た
く
さ
ん
参
加
し

て
、
楽
し
い
国
際
交
流
の
場

と
な
っ
た
。
二
十
四
人
の
学

生
た
ち
は
自
然
体
で
楽
し
げ

に
日
本
文
化
を
説
明
し
（
も

ち
ろ
ん
全
て
英
語
で
!
）、彼

ら
の
見
え
ざ
る
力
が
余
す
と

こ
ろ
な
く
発
揮
さ
れ
た
。
キ

ャ
ン
パ
ス
に
咲
く
花
を
摘
ん

で
活
け
た
生
け
花
、
ゆ
か
た

姿
で
の
盆
立
て
点
前
、
静
謐

を
醸
す
茶
の
香
り
、雅
な「
越

天
楽
」
の
調
べ
、
初
め
て
筆

で
自
分
の
名
前
を
墨
書
し
た

と
き
の
来
訪
者
た
ち
の
歓

声
、
メ
ー
ル
の
ア
ド
レ
ス
交

換
に
忙
し
い
現
代
っ
子
の
姿

な
ど
、
な
ど
…
…
会
場
は
賑

や
か
な
話
し
声
に
包
ま
れ
て

い
た
。

　

ま
た
、
ケ
イ
ン
ズ
・
カ
レ

ッ
ジ
の
セ
ン
タ
ー（Center 

for English and W
orld 

Languages

）側
か
ら
も
、

茶
の
湯
の
備
品
の
準
備
費
用

と
し
て
百
ポ
ン
ド
が
提
供
さ

れ
、
専
属
ス
タ
ッ
フ
か
ら
も

た
い
へ
ん
好
意
的
な
評
価
を

得
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た

同
時
期
滞
在
中
の
神
戸
女
子

大
学
の
短
期
留
学
生
た
ち
か

ら
も
元
気
の
よ
い
「
ヨ
サ
コ

イ
・
ソ
ー
ラ
ン
」
が
出
し
物

と
し
て
披
露
さ
れ
た
。

　

今
年
の
英
国
留
学
は
、
ロ

ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

と
い
う
記
念
す
べ
き
年
に
あ

た
り
、
ケ
ン
ト
滞
在
中
の
八

月
十
二
日
に
は
ロ
ン
ド
ン
中

心
部
の
テ
ム
ズ
川
沿
い
の
沿

道
で
日
の
丸
の
小
旗
を
ふ
っ

て
男
子
マ
ラ
ソ
ン
を
応
援
し

た
。
帰
国
前
の
ロ
ン
ド
ン
滞

在
中
に
は
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
幕
直
前
の
ロ
ン
ド
ン
の
華

茶
道
で
伝
え
た
日
本
の
こ
こ
ろ

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
二
年　

松
田
美
咲

や
ぎ
を
体
験
し
た
。
二
つ
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
挟
ま
れ
て

い
た
た
め
、
私
た
ち
が
毎
日

食
事
を
し
た
ケ
ン
ト
大
学
ラ

ザ
フ
ォ
ー
ド
・
カ
レ
ッ
ジ
の

ダ
イ
ニ
ン
グ
ホ
ー
ル
は
、
色

色
な
国
の
チ
ー
ム
の
選
手
た

ち
で
賑
わ
っ
た
。
キ
ャ
ン
パ

ス
で
出
会
っ
た
南
ア
フ
リ
カ

の
女
子
チ
ー
ム
の
ヘ
ル
メ
ッ

ト
に
刻
ま
れ
た
言
葉
「
ゴ
ー

　

私
は
少
し
で
も
英
語
が
上

達
す
れ
ば
と
思
っ
て
、
こ
の

留
学
に
参
加
し
ま
し
た
。
日

本
で
の
事
前
研
修
の
際
に
、

池
田
先
生
か
ら
「
ケ
ン
ト
大

学
で
日
本
の
文
化
を
紹
介
し

た
い
の
で
、
お
茶
会
を
や
っ

て
み
な
い
か
」
と
誘
わ
れ
、

何
度
も
入
念
に
リ
ハ
ー
サ
ル

を
行
い
ま
し
た
。

　

八
月
十
五
日
、「
ジ
ャ
パ
ニ

ー
ズ
・
カ
ル
チ
ャ
ー
・
イ
ブ
ニ

ン
グ
」
と
題
し
、
私
た
ち
は

茶
道
、
切
り
絵
等
の
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
を
、
共
に
学
ん
だ

神
戸
女
子
大
学
の
学
生
団
は

よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
を
演
舞

し
ま
し
た
。
当
日
は
、
百
名

近
い
来
場
者
が
押
し
寄
せ
、

会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し

た
。
そ
の
雰
囲
気
に
圧
倒
さ

れ
、「
果
た
し
て
う
ま
く
で
き

る
だ
ろ
う
か
」
と
不
安
に
な

り
ま
し
た
が
、
仲
間
や
先
生

方
の
サ
ポ
ー
ト
も
あ
り
、
楽

し
く
お
茶
を
点
て
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
茶
道
具
や
抹

茶
の
点
て
方
を
英
語
で
説
明

す
る
の
は
大
変
難
解
で
し
た

が
、
少
し
で
も
伝
統
的
な
日

本
の
文
化
を
伝
え
ら
れ
た
こ

と
に
日
本
人
と
し
て
の
誇
り

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、「
エ
ク
セ
レ
ン

ト
!
」
の
言
葉
に
自
ら
の
茶

道
に
対
す
る
自
信
を
深
め
る

こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
繊
細

な
日
本
文
化
、
例
え
ば
今
回

の
茶
道
の
手
わ
ざ
は
、
伝
統

を
尊
び
、
歴
史
と
気
品
を
重

ん
じ
る
英
国
人
に
受
け
入
れ

神
都
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
よ
り

寄
付
金
贈
呈

伊勢から広がれ!まちづくりのわ
第13回
全国まちづくりカレッジ2012 in 伊勢

　

十
一
月
十
七
日
、
十
八
日

の
二
日
間
に
わ
た
り
、
第
十

三
回
全
国
ま
ち
づ
く
り
カ
レ

ッ
ジ
が
開
催
さ
れ
た
。
全
国

ま
ち
づ
く
り
カ
レ
ッ
ジ
（
通

称
ま
ち
カ
レ
）と
は
、地
域
と

協
働
で
ま
ち
づ
く
り
に
携
わ

る
全
国
の
大
学
生
が
交
流
を

深
め
よ
う
と
始
ま
っ
た
も

の
。
十
三
回
目
を
迎
え
る
今

年
は
ホ
ス
ト
と
し
て
本
学
が

立
候
補
し
、
こ
の
度
の
開
催

に
こ
ぎ
つ
け
た
。

　

十
七
日
は
外
宮
を
中
心
と

し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、

十
八
日
は
伊
勢
市
観
光
文
化

会
館
を
会
場
に
各
大
学
が
取

り
組
む
ま
ち
づ
く
り
の
事
例

発
表
と
鈴
木
英
敬
三
重
県
知

事
を
交
え
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
が

行
わ
れ
た
。
県
知
事
が
同
大

会
に
参
加
す
る
の
は
初
め
て

の
こ
と
。
鈴
木
知
事
は
「
開

催
を
実
現
し
た
皇
學
館
の
学

生
さ
ん
の
実
行
力
に
感
銘
を

受
け
た
」
と
話
し
、「
三
重
は

学
生
が
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ

れ
る
環
境
整
備
が
遅
れ
て
い

る
と
思
う
。
こ
の
大

会
が
起
爆
剤
と
な
れ

ば
」
と
活
動
の
さ
ら

な
る
活
発
化
に
期
待

を
の
ぞ
か
せ
た
。

　

本
大
会
の
実
行
委

員
長
を
務
め
た
現
代

日
本
社
会
学
科
三
年

の
牧
田
拓
也
君
は

「
運
営
の
仕
方
な
ど
、

わ
か
ら
な
い
こ
と
だ

ら
け
で
迷
惑
を
か
け
た
」
と

反
省
し
な
が
ら
も
、「
組
織
づ

く
り
の
大
切
さ
を
痛
感
し

た
。
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

も
地
域
産
品
を
メ
ニ
ュ
ー
に

取
り
入
れ
た
カ
フ
ェ
な
ど
、

他
大
学
の
実
践
例
が
参
考
に

な
っ
た
」
と
実
り
多
き
大
会

を
振
り
返
っ
た
。

　第 2回ケント大学夏季短期留学が 8月 3日から30日までの
28日間、実施された。今回はロンドンオリンピック開催とい
う記念すべき年にあたり、参加した24人の学生たちにとって
ひと際思い出深い滞在になったようだ。以下に学生を引率し
た池田久代教授の報告と学生の体験記を紹介する。

ル
は
〈
輝
く
こ
と
〉!
」
は
、

私
た
ち
の
こ
の
海
外
研
修
へ

の
大
切
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
も

あ
っ
た
。
未
知
の
国
や
人
々

と
の
出
会
い
、
英
語
を
通
し

て
世
界
と
繋
が
る
真
の
国
際

交
流
の
喜
び
と
ゴ
ー
ル
は
、

ま
さ
に
、こ
の
〈
輝
く
こ
と
〉

を
一
人
ひ
と
り
の
学
生
が
学

び
と
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

ら
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

英
国
で
学
ん
だ
本
場
の
英

語
や
外
国
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
な
ど
は
社

会
に
出
て
い
く
上
で
重
要
な

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
の
学
生
生
活
に
、
ま
た

日
々
の
生
活
に
今
回
の
経
験

を
活
か
し
て
い
く
つ
も
り
で

す
。

　

十
一
月
十
三
日
、
本
学
の
国
際
交
流
推
進
の
た
め
、

神
都
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
よ
り
結
成
三
十
周
年
を
記
念

し
、「
青
年
海
外
研
修
支
援
金
」
と
し
て
、
金
百
万
円
の

寄
付
金
が
贈
呈
さ
れ
た
。
贈
呈
式
で
、
中
川
健た

け
し

同
ク
ラ

ブ
会
長
は
、「
ク
ラ
ブ
で
は
、
地
域
へ
の
留
学
生
受
入
に

関
す
る
支
援
を
行
っ
て
き

た
が
、
今
後
は
派
遣
の
方

に
も
力
を
注
ぎ
た
い
。
ま

ず
は
そ
の
実
績
の
あ
る
皇

學
館
大
学
を
支
援
し
た

い
」
と
述
べ
ら
れ
た
。
そ

れ
に
対
し
、
清
水
潔
学
長

は
、「
学
生
の
海
外
派
遣
の

た
め
に
有
効
に
活
用
を
図

っ
て
い
き
た
い
」と
答
え
、

本
学
か
ら
ク
ラ
ブ
に
対

し
、感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

第 2回ケント大学夏季短期留学

　

来
る
二
月
十
六
日
㈯
に
、

社
会
福
祉
学
部
最
後
の
入
学

生
が
卒
業
す
る
記
念
に
、
社

会
福
祉
学
部
交
流
会
「
フ
ク

福
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し
ま

す
。ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

 

社
会
福
祉
学
部

社
会
福
祉
学
部

卒
業
生
へ
お
知
ら
せ

　
本学ホームページ

共催講座（近鉄文化サロン阿倍野） 有料
近鉄文化サロン阿倍野 70120‒106‒718

皇學館大学企画部 0596‒22‒6496

和輪

12月
 22●土   皇學館大学共催講座 近鉄文化サロン阿倍野
  神道と仏教　神社仏閣に見る神仏習合と神仏分離　

「松尾大社における神仏習合と神仏分離」
◆河野訓 文学部教授

1月
 12●土   皇學館大学共催講座 近鉄文化サロン阿倍野
  古事記を読む「第 2代綏靖天皇」

◆白山芳太郎 文学部教授

 26●土   皇學館大学共催講座 近鉄文化サロン阿倍野
  神道と仏教　神社仏閣に見る神仏習合と神仏分離　

「那智における神道と仏教」◆河野訓 文学部教授
2月
 2●土   皇學館大学共催講座 近鉄文化サロン阿倍野
  特別公開講座「会津の藩風と神道」

◆松本丘 文学部准教授

 9●土   皇學館大学共催講座 近鉄文化サロン阿倍野
  古事記を読む「第 3代安寧天皇～第 4代

懿徳天皇」◆白山芳太郎 文学部教授
 16●土   　 431教室
  第 5回皇學館大学ビジネスプランコンテスト

公開プレゼンテーション大会（ 2次評価）
  　土   皇學館大学共催講座 近鉄文化サロン阿倍野
  神道と仏教　神社仏閣に見る神仏習合と神仏分離　

「太宰府天満宮における神仏習合と神仏分離」
◆河野訓 文学部教授

 23●土   ふるさと講座 名張市武道交流館いきいき多目的ホール
  名張と万葉集◆大島信生 文学部教授
  　土   皇學館大学共催講座 近鉄文化サロン阿倍野
  特別公開講座「古文書を読もう①」

◆岡野友彦 文学部教授
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